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一行4人，ぼくとワイフとその妹とその息子中一。7月下旬27日間の予定で成田より JAL
でまずニューヨークに旅立つた。出発前猛暑のアメリ カ40度こえるの新聞におどかされて出発
したがケネディ空港はやはり暑かった。商社員の妹一家が5年間滞在の聞に一度ぜひ来てほし
いとのことで，嫌いだった（知らないのに）アメリカ行となり， それならまたヨーロッパへも
足をのばそうと したのがこの旅行のきっかけ。ところが6日間過したN.Y.は意外に面白かった。
義弟の車で毎日のマンハァタン通い。妹宅は郊外というべきかクインズ地区のアパー ト， マン
ハッタン島まではわりとみちのりがあるが，ひと りでイエロー キャブ （タクシー）にのっても，
運転手にどの道を通ってといい乍ら帰宅出来るようになった。絵かきのひとなみにピカソ展や
グツゲンハイム美術館など勿論みたが，それにもま して興味をひいたのは，妹が切符を買って
おいてくれた，ブロードウェイ劇場での演し物， EVITA （アルゼンチンペロン大統領夫人の
一生，ミュージカル） だった。娼婦であって後に大統領夫人になったとかで，恰好のモチ フー
だったろうと思うし， ニューヨークでは評判でロ ングランとか。舞台の迫力や変化のあるシー
ンの連続で終りまでひきづられた。もっとも中ーはブロー ドウェイ劇場へ入るな り，なんだか
大人のムードだたとぼやいていた。マチネーでヒロイ ンは代役だったそうだが各シーンの説得
のある動きなど今も強く 印象に残っている。
一応国連ピル，エンバイアステートピル，自由の女神の島などおのぼりよろし くみたが，或
る夕方N.Y.在住16年の友人の画家夫妻とぼくと，たまたま札幌から来合せた美術評論家氏との
会合は楽しかった。小さなレストランで若手日本人が経営していて， 客層はほとんどがアメリ
カ人という店であった。久し振りの再会で友人氏， ひと り娘がN.Y.の名門大学へ入ったとか話
はっきなかった。そして我々の会合が終るまでスタ ンドで、待っていた外人の五番街の牧師 （友
人がそ う云った）さんが自分の車でフレッ シュメ ドウの妹宅までぼくを送ってくれたのにび、っ
くりした。
ニューヨークから妹達と別れ （中ーと妹はアメリカに20日滞在して札幌に帰ったに ぼくら
2人はスペイン （バルセロナ） に向うためケネディ空港のTWAセクションにいく。いうとこ
ろの個人旅行だから大型ト ランク 2箇などの荷物を空港で手続きしなければならない。時間の
ム夕、はあるが，旅行の実際だから，このこと もかえって記憶となることが多い。機に乗ったら，
前席のアメリ カ夫人（多分）が声をかける。 私の娘は日本人と結婚しでいで，その家庭（神戸）
にいってきた，日本は素晴らしいというようなことを云っている，こちらは大体の意味を聞く
だけで話にならなしミ。そのうち，あきらめたようだ。 N.Y.からマドリ ッド経由でバルセロナま
で約7時間でついた。スペイ ンも暑い，滞在中にハイヤーをチャーターして観光する。その運
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転手は，こちらが理解しようと，しまいと一生懸命しゃべる。しかも英語でゆっくりと説明す
るのだ。それでも半分もダメではないかと思うが，熱意に敬意を表して，うなづくことだけは
忘れなしミ。ガウデイの聖家族教会とか，郊外の山項にあるモンセラー トがよかった。バルセロ
ナには5泊して，ジュネーブへ向う。今回のヨーロッパは，今までに行かなかった所にした。
以前ジュネーブはのりつぎしたのでレマン湖は空から眺めたが，初めて湖畔に行ってみた。噴
水がキレイで整った街であったが ぼくはスイ スの田舎の方が好きだ。日曜はすべての店は閉
店で，ここではせっせとスケッチをした。
ドイツへ向う。南部のローテンブルグが目的地。いわゆるロマン街道の起点か。これが，行
きつくまで少々冒険だった。空路（ジュネーブーフランクフルトーニュールンベルグ）。 鉄道
（ニュールンベルグーアンスバッハ）。 タクシー （アンスバッハ ローテンブルグ）。 空路は
ともかく，汽車にのるのが問題，出発前からドイツ語でアンスバッハ行2枚云々 と用意したメ
モをチケット窓口に示すと，英語で問い返すのだ。とにかく切符を買って，こんどは時刻表を
克明に眺めてホームを探す。 トランクは階段。売， のぼりおりを自分で持ち運ぶ。そのホ ムーの
汽車にのったが不安で座席にいたドイツの老婦人に切符を示すと，ヤ とー いう。安心。下車す
るのは終着でなく途中駅，すばやく駅名を確認しておりる。次はタ クシーだ。運転手は女性で
凄く太い腕だ。彼女果物をかじりながら田舎道だが140キロもスピードをあげる。やっと ロー
テンブルグについた。ホテルは中世の王族の邸宅だったところ（HOTEL EISENHUT）調度
品が素晴らしく，何日滞在しでもあきない。然し町は観光化されている。 或る日城外へおりて，
外から眺めて古都ローテンブルグの美しさを知った。 町のスーパーで肉や果物，ワイ ンなどを
買って谷の方へいくと全く人気のない田舎の雰囲気で緑の美しい川べりで，ワイ ンをのみなが
らスケ yチをしていると旅行していることも忘れ，時聞が停止しているような風景だった。南
のこの地からず、っと北の都市プレーメンに向う。第2次世界大戦後復元されたという市庁舎附
近（旧市街）の古典的な風景が良し瓦。土曜にはその市庁舎の廻りが花売りで一杯になる。ヨー
ロッパは花売りが多い。数年前のチューリッヒのホテル前の広場もそうで思い起す。
いよいよポーラン ドに向う。ワルシャワで入国時の申請書類がとても難しく， 意地悪された
ようだ。帰国直後新聞に報道されたポーラン ドのストはぼくが入国した頃一部の都市では始ま
っていたらしい。通勤時は大変なラ ッシュだし，買物は長い行列になる し，何んとなく人々の
厳しい顔付きが気になった。東ヨーロッパは一昨年のチェコとハンガリー も同じ雰囲気だった
がポーラン ド程ではない。 何しろ一流ホテルのレストランでウェイターがドルを交換しないか
といってくるのだ。また，デパー トの前の道路に沢山の人々の長い行列が並んでいるので何を
売ってるのかと見ると トマトだった。所得が低く，ホテルのレストランで思わず注文した高級
ワインに隣席のポリッシュに対して気がひけたことを思い出す。次にポ ラー ンドの古都クラコ
フに移動した。有名な近郊の岩塩の採堀鉱を見学することにして車のチャーターをたのんだ。
ところがポーラン ド貨弊な ら1,500ズロティ （日本円11,200円） アメ リカドルなら12ドル （2,400 
円） でよいというのだから驚く。さでこの岩塩鉱は12世紀頃よりほとんど人力で堀ったところ
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で現在なお続いでいるという。地下の最深部は130メートルもあって，すべて岩塩で造られた，
彫刻や宮殿など，想像を絶するような大規模のもので圧巻そのもの，まさに人類の遺産という
ことであった。また，いまのローマ法皇がここの枢機卿だったという，ゆかりの教会など古都
の趣きが興味をひいた。その岩塩鉱の帰り道，運転手にアウシュビッツ（クラコウから近しミ）
へ行ったかと聞かれ，行かないと答えたら，私の父親達が抑留されていたと，それまでのガイ
ドをしていた声をぐっと落して つぶやくように低い声で話したのが印象深かった。
帰国のための一泊地アムステルダムのホテルオークラではレセプションが日本人で，これま
での不自由をとりもどすかのように，大いに日本語をしゃべって，ホテルの日本料理レストラ
ンで食事をし，次の日 JALの747にのって帰国の途についた。特別な目的を持たずになんと
なく旅を してきたという， ツーリストであった。
(1980・10・29)
